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う
つ
の
早
期
発
見
柱
の
一
つ

の
自
馨
数
璽
森
計
)
も

鳴
年
の
4
8
2
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
、
 
H
年
に
は
3
4
7
人

と
3
割
近
く
減
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
自
ら
命
を
絶
つ
人
が
依

然
と
し
て
多
い
わ
け
で
今
後

も
取
り
組
み
を
続
け
な
け
れ
ば

い
嵳
せ
ん
。

今
年
の
内
閣
府
の
瓢
調
査

に
ょ
る
と
、
肋
人
に
1
人
が
「
最

念
を
捨
て
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
周
囲
が
自
殺
に
つ
い
て
十

分
に
理
解
し
、
種
的
な
関
わ

り
を
持
つ
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と
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要
な
の
で

す
。
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で
は
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く
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こ
り
得
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大
な
危
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な
の
で

す
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追
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に
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に

誤
し
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援
助
を
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め
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こ
と
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で
す
。
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な
誤
窓
口
や
医
療
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関
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導
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こ
と
が
大
切
で

す
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こ
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本
県
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了
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っ
く
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を
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ま
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。
国
星
人
一
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が
自
殺
予

防
の
主
役
な
の
で
す
。

(
県
医
師
会
)

田

二
一

債
務
長
時
間
労
働
な
ど
の

社
会
的
要
因
に
つ
い
て
は
制

度
社
会
的
慣
行
の
見
直
し
、

誤
・
支
援
体
制
の
整
備
な
ど

に
ょ
っ
て
自
殺
予
防
が
可
能
で

す
。

厚
璽
労
働
省
の
自
殺
・
う
つ

病
等
対
策
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー

ム
に
よ
る
と
、
自
殺
の
最
大
の

原
因
で
あ
る
健
康
問
題
の
う
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一人一人が予防の主役に

この欄では県医師会力ξ医療制度全毎貫子胡、を'と、うそ;
何及の質問にお答えします。質問希

望の方は矢Πりたい内容を分力、りやすくまとめ、〒8能一8601、
長崎市茂里町3の1、長崎新闇ネ士生活文イヒ音"「医療缶リ度Q&A」
係までお送りください。不明な点をお聞きする場合があります
のでイ主戸斤、氏名、年齢、,性牙1」、電言舌番号を明言己してください。
なお、直1妾本人ヘの回答はいたしません。
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